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『養母の像』

【市立美術館☎224-3400D224-3409】

かごしま市民のひろば 5生き物ずかん、市立美術館の逸品、食育クッキング2024年（令和６年）８月号

動物ふぁいる No.78
生き物ずかん

かごしま水族館
クレナイニセスズメ

【かごしま水族館☎226-2233D223-7692】

　　　　ひろばサポーターがゆく 自由研究にも！ ワクワク科学を楽しく学ぼう

【市立科学館☎250-8511D256-1319】

パイナップルつばさの 食育クッキング
～誰でも作れる簡単レシピを毎月紹介～

Instagramでも
レシピ公開中

【保健政策課☎803-6861D803-7026】

栄養満点♪夏バテ対策に

オクラ入りとろろ

■材料（２人分）

■作り方

❶ オクラは板ずり(軽く塩を振り、まな板
　 の上で転がして産毛を取ること)して、
　 さっと洗いヘタとガクを取る
❷ 沸騰させたお湯に❶を入れて２分ゆで、
　 水にさらし、粗熱が取れたら水気を切
　 っておく
❸ ❷をみじん切りに、ヤマイモは皮をむき、
　 すりおろす
❹ ❸とAをよく混ぜ、冷蔵庫で冷やす
　 ( １人分の栄養成分：エネルギー102kcal、食塩相当量1.65g)

オクラ
　喜入地域で栽培が盛んです。食物繊維やビタミン類、カル
シウムなど栄養豊富。夏にぴったりの野菜です。

オクラ …………… ６本

塩 ………………… 適量

ヤマイモ …………150ｇ

　 だし汁 ………… 50ml

　 塩 ………… 小さじ1/2

　 カニカマ …… お好み

鹿児島住みます芸人
パイナップルつばさ さん

ご
は
ん
に
か
け
て

食
べ
て
も
お
い
し
い
！

オクラはお好み
の大きさに切り、
みそやツナ缶な
どを加えてアレ
ンジしてもいい
ですね♪

　クレナイニセスズメは体長が５㎝ほどの小さな魚で、名前の
とおり鮮やかな赤紫の体色が特徴です。名前の中に「ニセ」と
あるのは、スズメダイ科に似ているものの実際は、熱帯地域に
分布するメギス科に属することに由来します。国内では大隅諸
島と琉球列島に生息しており、サンゴ礁や岩礁の落ち込んだ部
分に隠れる習性があります。
　隠れる習性を持ちながら派手な体色をしているのは矛盾して
いると思うかもしれません。しかし、赤色の光は水分子に吸収
されやすいため、深いところや岩陰のような暗
いところでは、赤紫の体色が外敵からは目立ち
にくい青紫色に見えるようになります。
　当館では２階の「礁

しょう
池
ち
のサンゴ水槽」で展示しています。小

さいながらも存在感があるので、ぜひ観察してみてください。

　本市高見馬場に生まれた黒田清
輝は、伯父・黒田清綱の養子となり、
６歳で上京します。政治家の養父
の下で成長した少年は、自身も法
律を学んで政治家になるため、18
歳で本場のフランスへ留学しまし
た。パリで画家を志望するように
なるのですが、画業転向を渋る養
父に対し、渡仏時に、旅の気晴ら
しに画材を持たせたのが本作品に
描かれた養母・貞子でした。
　1898年の作品ですが、同時期に描かれた《養父の像》と比較
すると、４分の１ほどの大きさです。より父親を敬う当時の日
本の慣習のためと考えられますが、それは留学中の黒田が両親
に送った手紙からもうかがえます。養父には厳かな漢文調の丁
寧な文体で、養母にはほとんど平仮名で書き送っていました
が、手紙の分量は圧倒的に養母宛ての方が多く、文面からは細
やかな愛情が伝わってきます。
　留学中の代表作《読書》では恋人マリアを描き、帰国後の名
作《湖畔》では、照子夫人をモデルにしています。いずれも画
家・黒田の生涯に欠かせない女性たちですが、養母・貞子の存在
も大きかったことが分かります。
　※９月１日(日)まで開催する｢特別企画展｣で展示しています(12面)

画家・黒田の誕生に影響を与えた養母
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